第1回 精神科認定看護師
実態調査 報告書
2007年3月31日

社団法人日本精神科看護技術協会

は　じ　め　に
　平成7年度に精神科認定看護婦・看護士制度（現在は、精神科認定看護師制度という）が創設されてから10年が経過した。日本精神科看護技術協会は、特定の精神科看護領域において、精神科看護の質の向上を目的に、水準の高い実践能力をもつ精神科認定看護師を養成してきた。一方で、医療を取り巻く環境は大きく変化し、精神科看護師は、これまで以上に高度な専門的知識に裏付けられた看護技術が求められるようになった。日本精神科看護技術協会は、この環境の変化と時代の要請に応えるために、平成16年度から検討を重ね、平成19年度より精神科認定看護師制度を改正することとした。

　主な改正内容は、医療看護分野における看護介入の効果が検証できる視点を導入し、従来の精神科看護専門分野および単位取得期間を見直した。よって精神科看護専門分野を4分野から新10領域に再編成し、単位取得期間を「2年間」に規定し、きたるべき精神医療の急激な変化に即応できる制度内容とした。

　社会に求められる精神科認定看護師の質を保証していくためには、精神科認定看護師がその時代に求められる専門的知識・技術を実践し、発揮していくことが重要である。精神科看護師のスキルを明確にすることは、今後機能分化が進んでいく精神科医療において、必要不可欠であり、精神科認定看護師の活躍の場がより拡大するために有効であると考える。

　今回の制度改正によって、精神科認定看護師の社会的評価を更に高めることを目指している。たとえば、診療報酬で精神科認定看護師の配置が反映されるだけでなく、退院する患者の在宅への移行に伴う必要な情報の提供や支援、訪問看護ステーションとの連携の強化など、精神科認定看護師の活動を施設内にとどまらず地域に拡大していこうとしている。こういった活動の場を拡大していくことは、精神科認定看護師の社会的認知度を向上させるだけでなく、社会に貢献する第一歩になると考えている。
また、この改正を機に、「精神科認定看護師実態調査」を定期的に実施し、得られた結果は、貴重な資料として、精神科認定看護師の現状を広く会員の皆様にお知らせするとともに、今後の定期的な制度の評価及び改訂に活用し、さらなる制度の発展を目指していく所存である。
　お忙しい中、調査に協力していただいた精神科認定看護師の皆様には、書面を借りて深く感謝の意を表すとともに、今後益々の活躍を期待してやまない。

社団法人日本精神科看護技術協会

教育認定委員長　　天賀谷　隆
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精神科認定看護師実態調査　調査設計

Ⅰ　調査の目的

精神科認定看護師制度が誕生して10年を迎えた。精神科認定看護師の勤務状況、精神科認定看護師としての活動の実態、学習ニーズ等について調査することにより、今後の精神科認定看護師養成および活動の支援、社会的評価の向上に役立てるとともに、精神科看護の更なる発展に資する。

Ⅱ　調査の方法

平成18年12月31日現在、登録されている精神科認定看護師71名に対して、調査を行った。有効回答は、59件で、回収率は83.1％であった。

Ⅲ　調査の方法

　上記、精神科認定看護師宛に調査票を郵送した。
Ⅳ　調査の内容

1． 精神科認定看護師自身について
2． 勤務先および勤務先における取組みについて

3． 精神科認定看護師の役割について
4． 精神科認定看護師取得後のスキルアップについて
　Ⅴ　調査の期間

　2007年1月～2月

　Ⅵ　調査の主体

　社団法人日本精神科看護技術協会

母集団の内訳

· 性別

	合　計
	男　性
	女　性

	59名
	16名
	43名

	100%
	27.1%
	72.9%


· 年齢

	合　計
	30歳未満
	30～40歳

未満
	40～50歳

未満
	50～60歳

未満
	60歳以上

	59名
	1名
	17名
	19名
	20名
	2名

	100%
	1.7%
	28.8%
	32.2%
	33.9%
	3.4%


· 平均46.26歳，最年少29歳，最年長66歳
· 精神科認定看護師取得前の最終学歴

	合　　　　計
	59名
	100%

	看護師養成所2年課程・短期大学2年課程
	22名
	37.3%

	看護師養成所３年課程
	30名
	50.8%

	短期大学3年課程
	3名
	5.1%

	保健師・助産師専門学校
	2名
	3.4%

	大学院
	1名
	1.7%

	その他
	1名
	1.7%


· 所有免許の種類（複数回答，所有率）

	看護師
	保健師
	助産師
	介護支援
専門員
	精神保健
福祉士
	その他

	59名
	3名
	0名
	13名
	2名
	6名

	100%
	5.1%
	0%
	22.0%
	3.4%
	10.2%


· 現在、働いている免許

	合　計
	看護師
	保健師
	助産師
	介護支援
専門員
	精神保健
福祉士
	その他

	57名
	54名
	2名
	0名
	0名
	0名
	1名

	100%
	94.7%
	3.5%
	0%
	0%
	0%
	1.8%


　　　　　　　　　　　※59名中、2名は離職中。
· 精神科認定看護師歴

	合　計
	1年未満
	2～3年目
	4～5年目
	6～10年
未満
	無回答

	59名
	10名
	14名
	13名
	21名
	1名

	100%
	17.0%
	23.7%
	22.0%
	35.6%
	1.7%


· 現在の主たる勤務先

	合　　　計
	57名
	100%

	精神科を主とする病院（複数科）
	7名
	12.3%

	一般病院（複数科、大学病院）
	11名
	19.3%

	精神科病院（単科）
	26名
	45.6%

	診療所
	1名
	1.8%

	訪問看護ステーション
	2名
	3.5%

	社会復帰施設
	1名
	1.8%

	介護保険施設
	1名
	1.8%

	教育・研究機関
	5名
	8.8%


	そのほか
	1名
	1.8%

	無回答
	2名
	3.5%


· 病院勤務者における診療科

	合　　　計
	45名
	100%

	精神科
	37名
	82.2%

	内科
	2名
	4.5%

	外科
	0名
	0%

	そのほか
	1名
	2.2%

	無回答
	5名
	11.1%


※　内科は神経内科、心療内科を含まない。
· 勤務先の設置主体

	合　　計
	57名
	100%

	国
	2名
	3.5%

	公的機関
	15名
	26.3%

	独立行政法人
	1名
	1.8%

	社会保険関係団体
	1名
	1.8%

	公益法人
	6名
	10.5%

	医療法人
	19名
	33.3%

	学校法人
	4名
	7.0%

	会社
	2名
	3.5%

	その他の法人
	4名
	7.0%

	個人
	2名
	3.5%

	無回答
	1名
	1.8%


調　査　結　果

１．精神科認定看護師自身について

[image: image1.emf]転職経験の有無
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１）性別　

　                      　　　　　　　　　
　　　性別は、男性が16名（27.1%）、女性が

43名（72.9％）であった。平成16年度

日精看会員実態調査報告によると、会員

の性別は、男性が27.9%，女性は72.3%で

あり、ほぼ会員構成と等しかった。

　　

２）年齢
[image: image2.emf]転職回数
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年齢構成をみると、50歳～60歳未満が最も多く、次いで40歳～50歳未満、30歳～40歳未満であった。最年少は29歳、最年長は66歳であった。精神科認定看護師取得後、継続的に活動し、すでに１～５期生が更新をしており、その分年齢構成が高くなってきている。

３）精神科認定看護師歴

[image: image3.emf]現在の勤務先
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　　　精神科認定看護師歴（登録期間）について調査したところ、「6年～10年未満」の者が最も多くなっており、5年ごとの更新をすでに行った者が21名（35.6%）を超えている。全体の62.7%は、5年未満であるが、今後の活躍が期待されている。なお、平成19年度は、1期生が2回目の更新時期を迎える。

４）精神科認定看護師取得時の最終学歴（専門教育）

[image: image4.emf]精神科病院（病棟）勤務者の部署特性 
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精神科認定看護師取得以前に看護の専門教育を受けた学校（最終学歴）は、「看護師養成所3年課程」が最も多く30名（50.8%）、次いで「看護師養成所2年課程・短期大学2年課程」の22名（37.3%）であった。「その他」は、教員養成課程（1年コース）であった。
５）所有している免許

[image: image5.emf]勤務先の設置主体

　（n=57）

1

2

4

2

4

19

6

1

1

15

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

無回答

個人

その他の法人

会社

学校法人

医療法人

公益法人

社会保険関係団体

独立行政法人

公的機関

国

（人）


看護師免許以外に所有している免許としては、「介護支援専門員」が13名（22%）で、「その他」には、救急救命士、衛生管理者、中・高教員免許、図書司書等があった。

　　

６）主にどの免許で働いているか

[image: image6.emf]現在の職場を選択した理由 

（複数回答　n=57）

1

12

3

8

5

7

6

2

7

11

19

1

4

19

12

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

無回答

その他

特にない

家族・知人の薦め

出産・育児・介護に対する配慮

研修の充実

労働時間・労働量・夜勤体制

進学に関する配慮

福利厚生

給与

通勤の利便性

アメニティ

精神科認定看護師としての組織理解（看護部等）

勤務先の規模・安定性

勤務先の（看護に対する）理念

（人）


　　　
2006年12月31日現在、主に「看護師」の免許で働いている者が54名（94.7%）であった。2名（3.5%）は、「保健師」の免許で働いていた。

　

７）精神科認定看護師取得後の勤務経験

[image: image7.emf]所属施設における職位 
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　　　精神科認定看護師を取得してからの勤務経験（パートは含まず）は、「医療施設」が52名（88.1%）であった。「社会復帰施設」、「教育機関」、「行政機関」で勤務している者もいる。

８）現在勤務している施設での勤務年数

[image: image8.emf]所属施設における役割
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2006年12月31日現在に勤務している施設での勤務年数については、「10年以上20年未満」が最も多かった。平成16年度日精看会員実態調査によると平均勤務年数は12.4年であったことから、会員の実態とほぼ一致している。

９）転職経験

[image: image9.emf]性 別　

（n=59）

43

16

0

10

20

30

40

50

男性 女性

（人）

（１）転職経験の有無

　　精神科認定看護師取得後、転職経験（異動や転勤は
含まない）の有無について調査したところ、「転職経験
がある者」は18名（30.5%）、「転職経験のない者」は
41名（69.5%）であった。

（２）転職回数

[image: image10.emf]取得時の最終学歴
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精神科認定看護師取得後、転職経験（異動や転勤は
含まない）がある者のうち、転職回数を調査したと
ころ、転職回数「1回の者」が12名（66.7%）、「2回
の者」が4名（22.2%）、「3回の者」が1名（5.6%）

であった。

　　　

（３）年齢別にみた転職経験（取得後）（n=58）

[image: image11.emf]所有している免許
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　　　　　転職経験「あり」と回答した者のうち、年齢別にみると、30歳代が比較的多く、40歳代が比較的少ない。また、30歳未満、60歳以上の転職経験は0名となっている。

２．勤務先および勤務先における取組みについて

１）　主たる勤務先

[image: image12.emf]精神科認定看護師歴
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2006年12月31日現在の、主たる勤務先について調査したところ、「精神科病院（単科）」が最も多く26名（45.6%）、次いで「一般病院（複数科、大学病院）」が11名（19.33%）、「精神科を主とする病院（複数科）」が7名（12.3%）であった。

２）精神科病院（病棟）勤務者の部署特性

[image: image13.emf]年齢構成 
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2006年12月31日現在、精神科病院（病棟）に勤務している者のうち、勤務している部署の特性（機能）について調査したところ、病棟勤務が58.1%であった。そのうち「急性期治療病棟」が最も多く、「慢性期治療病棟」、「社会復帰病棟」、「身体合併症病棟」等で勤務している。「その他」は、精神科デイケアや複数の部署で勤務している等であった。
３）勤務先の設置主体

[image: image14.emf]合計 30歳未満 30～40歳未満 40～50歳未満 50～60歳未満 60歳以上
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2006年12月31日現在、精神科認定看護師の勤務先の設置主体を調査したところ、「医療法人」
19名（33.3%）が最も多く、次いで「公的機関（都道府県、市町村、国民健康保険団体連合会など）」
15名（26.3%）であった。

４）職場を選択した理由

[image: image15.emf]仕事に用いている主免許
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2006年12月31日現在、勤務施設を選択した理由について調査したところ、「通勤の利便性」及び「勤務先の規模・安定性」が最も多く、次いで「勤務先の（看護に対する）理念」、「給与」であった。「その他」の理由としては、認定領域の精神科病棟がある，やりたいことに取組める、信頼できる上司の存在、転勤・異動等があげられた。

５）所属施設における職位

[image: image16.emf]取得後の勤務経験

　（複数回答　n=59）
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2006年12月31日現在の所属施設における職位について調査したところ、「スタッフ」19名（33.3%）、「看護師長」10名（17.5%）、「主任」7名12.3%であった。「その他」は、サービス管理責任者、所長、訪問看護ステーション副所長等であった。

６）年齢別にみた職位（n=55）

[image: image17.emf]現在勤務している施設での勤務年数

　（n=57）
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　　　年齢別に職位を比較したところ、年齢が上がるにしたがい「スタッフ」の割合が減少し管理者の割合が増えているが、50～60歳未満ではばらつきがみられる。また、「教員」は40歳以上であった。
７）所属施設における役割
[image: image18.emf]精神科認定看護師としての取り組みやすさ

 

（n=57）
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2006年12月31日現在所属している施設における役割について調査したところ、69.1%以上の精神科認定看護師が何かしらの役割を持っており、「院内における委員等」21名が最も多く、次いで「院内教育担当者」が14名であった。「院内における委員等」としては、リスクマネジメント、感染対策、行動制限最小化、臨床指導者、地域連携、退院促進プロジェクト、倫理、治療システム、業務等に関する委員会があげられていた。「その他」では、院内教育や看護学生への講義、論文指導、実習指導、苦情処理、業務改善、医療機能評価受診の準備、他機関とのマネジメント、営業、管理業務全般等があげられていた。

８）精神科認定看護師を取得する際の所属施設からの支援

[image: image19.emf]精神科認定看護師としての評価

　

（n=57）
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精神科認定看護師を取得する際、所属施設等からどんな支援を得られたかについて調査したところ、「金銭的援助（受講料、旅費、交通費等）」及び「休みもしくは年休取得の配慮」が最も多かった。次いで「特になし」が多く、18名（30.5%）は自己努力で精神科認定看護師をしていた。「その他」としては、「精神的支援」や「退職後に精神科認定看護師を目指して取得した」であった。

９）精神科認定看護師取得後の所属施設における待遇の変化
[image: image20.emf]取得する際の支援　

（複数回答　n=57）
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精神科認定看護師取得後、所属施設における待遇の変化について調査したところ、何らかの変化があった者は36.8%、「変化なし」が50.9%であった。「その他」としては、認定領域の受持ち患者の配慮、院長表彰、転職先での昇格・報酬の増加等であった。
10）精神科認定看護師としての取り組みやすさへの満足度について
[image: image21.emf]取得後の待遇変化

 （n=59）
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2006年12月31日現在の勤務先における精神科認定看護師としての取組みやすさに対する満足度を調査したところ、「普通」17名（29.8%）が一番多いものの、「やや不満」16名（28.1%）、「不満」13名（22.8%）という結果から、全体として不満の傾向にあった。

（１）年代別にみた精神科認定看護師としての取組みやすさ（n=54）
[image: image22.emf]最も共感している役割 

（n=59）
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　　　　年齢別に精神科認定看護師としての取組みやすさへの満足度を比較したところ、50歳未満の年代よりも、50～60歳未満の年代が満足度は高い傾向にあった。

（２）職位別にみた精神科認定看護師としての取り組みやすさ（n=54）

[image: image23.emf]取得後の進学状

況

 （n=59）
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　　　　職位と精神科認定看護師としての取組みやすさについて比較したところ、スタッフと主任は看護師長などに比べて満足度が低い傾向にあった。
（３）転職経験別にみた精神科認定看護師としての取組みやすさ（n=54）

[image: image24.emf]取得後の進学先

 （複数回答　n=21）
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　　　　転職経験と精神科認定看護師としての取組みやすさに対する満足度について比較したところ、転職経験なしの者よりも、転職経験ありの者が満足度は高い傾向にあった。

[image: image25.emf]合計 スタッフ 副主任 主任 看護師長 副看護部長 看護部長 教員 その他

1 1 0 0 0 0 0 0 0

100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

16 9 1 3 1 0 0 0 2

100% 56% 6% 19% 6% 0% 0% 0% 13%

17 5 1 2 2 0 0 4 3

100% 29% 6% 12% 12% 0% 0% 24% 18%

19 4 0 2 6 1 3 1 2

100% 21% 0% 11% 32% 5% 16% 5% 11%

2 0 0 0 1 0 1 0 0

100% 0% 0% 0% 50% 0% 50% 0% 0%

60歳以上

30歳未満

30～40歳未満

40～50歳未満

50～60歳未満

11）精神科認定看護師としての評価
　　　
　　

2006年12月31日現在の勤務先において、精神科認定看護師としての勤務先での評価に対する満足度を調査したところ、「普通」および「不満」が18名（31.6%）であり、次いで「やや不満」11名（19.3%）であった。
（１）年代別にみた精神科認定看護師としての評価（n=55）
[image: image26.emf]日精看主催研修会の受講の有無（n=59）
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年代別に精神科認定看護師としての評価を比較したところ、40～50歳未満については他の年代に比べ「やや不満」と「不満」に回答した割合が高い傾向にあった。
（２）職位と精神科認定看護師としての評価（n=55）
[image: image27.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
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職位と精神科認定看護師としての評価を比較したところ、「看護師長」、「看護部長」、「教員」、「その他」らの約20％については「ほぼ満足」と回答をしていたが、全ての職位で「やや不満」と「不満」に回答した割合は高く、中でも「看護師長」の67％が「不満」と回答をしていた。
３．精神科認定看護師の役割について
１）精神科認定看護師の役割

　　精神科認定看護師を取得後、下記の精神科認定看護師の役割について実践していることについて自由記載により調査を行った。それを基に、ラベルワークにより整理し、「精神科認定看護師の役割」についてまとめた。なお、この作業にあたり筑波大学人間総合科学研究科精神看護学の金城教祥教授の監修を受けた。
精神科認定看護師の役割
下記の項目において、指導的役割を行うこと。
1． 認定看護領域において、すぐれた看護実践能力を用いて、適切な看護を行うこと。

2． 認定看護領域において、他の看護領域の看護職に対して相談に応じること。

3． 認定看護領域において、関係する医療チームと協働して、質の高い看護実践を行うこと。

4． 認定看護領域において、看護技術の知識の集積に貢献する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（制度細則第1章第2条より）
（１）精神科認定看護師が実際に行っている適切な看護実践
[image: image28.emf]合計 看護実践 相談 医療チームとの協働 技術・知識の集積

1 0 0 1 0

100% 0% 0% 100% 0%

17 8 3 5 1

100% 47% 18% 29% 6%

17 8 2 5 2

100% 47% 12% 29% 12%

19 8 2 9 0

100% 42% 11% 47% 0%

2 0 0 2 0

100% 0% 0% 100% 0%
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精神科認定看護師が、「認定看護領域において、すぐれた看護実践能力を用いて、適切な看護を行う」ため、「看護実践」とともに看護チームにおいて適切な看護実践を継続するため「教育活動」や「役割モデルの提示」「カンファレンスや事例検討会等への積極的参加」を行っている。また、「継続的に自己研鑽」を図っている。さらに、「業務改善への積極的取り組み」を行っている。
（２）精神科認定看護師が応じている相談

[image: image29.emf]全国大会への参加回数　（n=59）

13

10

29

5

2

0 10 20 30 40

なし

無回答

１～３回参加

４～５回参加

５～１０回参加


　　　精神科認定看護師が、「認定看護領域において、他の看護領域の看護職に対して相談に応じること」については、病棟スタッフ、他部門スタッフ、救命救急部門、地域、患者家族からの「精神科認定看護師への相談」と、「精神科認定看護師から」海外の看護師やＰＳＷ、訪問活動におけるユーザー等に対する相談および管理者のサポート、看護職のメンタルサポート、教育活動を行っている。また、看護研究に関する相談、後輩指導、キャリアアップに関する相談・支援を行っており、双方からの発信となっており、継続的に行われている。
（３）精神科認定看護師が、医療チームと協働して実践している質の高い看護
[image: image30.emf]専門学会への参加回数　（n=59）
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精神科認定看護師が、「認定看護領域において、関係する医療チームと協働して、質の高い看護実践を行うこと」については、医療チームや他部門・地域等との連携を図りながら質の高い「看護実践」を行うだけでなく、「看護部門の組織強化・活性化」と同時に「人材育成」に貢献している。また、「精神科認定看護師自身のスキルアップ」を行い、看護の専門性を追及し、「活躍の場が広がり」がみられる。
　　

（４）精神科認定看護師による看護技術の集積およびその活用
[image: image31.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
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精神科認定看護師が、「認定看護領域において、看護技術の知識の集積に貢献する」ことについては、実際に行っている「看護の検証」および「技術開発」を行い看護技術の集積を行っている。またその成果や最新情報を取り入れながら「適切な看護実践への活用」、「病院内役割での活用」を行っている。

２）精神科認定看護師取得後の役割共感について

（１）精神科認定看護師の役割共感
[image: image32.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
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100% 6% 22% 39% 17% 17%
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転職経験なし

　　　
精神科認定看護師に求められている役割（精神科認定看護師制度細則第1章第2条，Ｐ.16参照）のうち、どの役割に最も共感しているかについて調査したところ、「看護実践」24名（40.7%）、「医療チームと協働し、質の高い看護実践」22名（37.3%）の順に多かった。

（２）年齢別にみた精神科認定看護師の役割共感（n=56）

[image: image33.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
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　　　年齢と精神科認定看護師の役割に対して最も共感するものについて比較したところ、「50～60歳未満」については「医療チームとの協働」に共感している者の割合が他の年代に比べて高かった。

　
(３）職位別にみた精神科認定看護師の役割共感（n=53）

[image: image34.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満
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　職位と精神科認定看護師の役割共感について比較したところ、副主任、主任、看護師長は「看護実践」への共感が高い傾向にあるのに対し、スタッフは「医療チームとの協働」への共感が高い傾向にあった。
(４）精神科認定看護師役割の共感別にみた満足度（n=52）

[image: image35.emf]合計 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満

19 1 1 6 3 8

100% 5% 5% 32% 16% 42%

2 0 0 0 1 1

100% 0% 0% 0% 50% 50%

7 0 0 2 3 2

100% 0% 0% 29% 43% 29%

9 0 2 1 1 6

100% 0% 22% 11% 11% 67%

1 0 0 1 0 0

100% 0% 0% 100% 0% 0%

4 0 1 2 0 1

100% 0% 25% 50% 0% 25%

5 0 1 3 1 0

100% 0% 20% 60% 20% 0%

7 0 2 3 2 0

100% 0% 29% 43% 29% 0%

副看護部長

看護部長

教員

その他

スタッフ

副主任

主任

看護師長


　　　　精神科認定看護師の役割共感別と満足度について比較したところ、「看護実践」に共感している者は、「やや不満」「普通」の順に回答した割合が高かった。「相談」に共感している者は、「普通」「不満」の順に回答した割合が高かった。「医療チームとの協働」に共感している者は、「不満」「普通」の順に回答した割合が高かったが、「ほぼ満足」と「満足」が他の共感項目の者よりも高かった。「技術・知識の集積」に共感している者は、「やや不満」「不満」の順に回答した割合が高かった。
４．精神科認定看護師取得後のスキルアップについて
１）研修会受講状況

[image: image36.emf]活動している上で必要と感じている研修会　

（複数回答　n=59）
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（１）日精看主催研修会への受講状況　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　精神科認定看護師取得後も、55名（93.2%）
　　の精神科認定看護師が受講しており、継続的に
　　学習の機会をもっている。
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（２）日精看支部主催研修会への受講状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　　精神科認定看護師取得後、支部主催の研修
会に41名（69.5%）の精神科認定看護師が受
講している。

２）学会参加状況
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（１）精神科認定看護師取得後の全国大会参加状況

　　　精神科認定看護師取得後、36名（61.0％）

の精神科認定看護師が全国大会に参加して

いる。中には、取得後は毎年参加している

という者もいた。
[image: image39.emf]医療チームの一員として

看護を提供する

医療チームの一員として

看護を提供する

情報収集して問題

解決にあたる

情報収集して問題

解決にあたる

他部門・地域等との

調整・連携を図る

他部門・地域等との

調整・連携を図る

「看護実践」

「看護実践」

委員会活動に積極的

に参加する

委員会活動に積極的

に参加する

看護課の統一を図る

看護課の統一を図る

「看護部門の組織強化・活性化」

「看護部門の組織強化・活性化」

看護の枠を越えて

情報収集を行う

看護の枠を越えて

情報収集を行う

地域における取り組みに

積極的に参加する

地域における取り組みに

積極的に参加する

「活躍の場の広がり」

「活躍の場の広がり」

看護の質の向上のための

教育活動を行う

看護の質の向上のための

教育活動を行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

「人材育成」

「人材育成」

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

「精神科認定看護師

「精神科認定看護師

自身のスキルアップ」

自身のスキルアップ」

医療チームの一員として

看護を提供する

医療チームの一員として

看護を提供する

情報収集して問題

解決にあたる

情報収集して問題

解決にあたる

他部門・地域等との

調整・連携を図る

他部門・地域等との

調整・連携を図る

「看護実践」

「看護実践」

医療チームの一員として

看護を提供する

医療チームの一員として

看護を提供する

情報収集して問題

解決にあたる

情報収集して問題

解決にあたる

他部門・地域等との

調整・連携を図る

他部門・地域等との

調整・連携を図る

「看護実践」

「看護実践」

委員会活動に積極的

に参加する

委員会活動に積極的

に参加する

看護課の統一を図る

看護課の統一を図る

「看護部門の組織強化・活性化」

「看護部門の組織強化・活性化」

委員会活動に積極的

に参加する

委員会活動に積極的

に参加する

看護課の統一を図る

看護課の統一を図る

「看護部門の組織強化・活性化」

「看護部門の組織強化・活性化」

看護の枠を越えて

情報収集を行う

看護の枠を越えて

情報収集を行う

地域における取り組みに

積極的に参加する

地域における取り組みに

積極的に参加する

「活躍の場の広がり」

「活躍の場の広がり」

看護の枠を越えて

情報収集を行う

看護の枠を越えて

情報収集を行う

地域における取り組みに

積極的に参加する

地域における取り組みに

積極的に参加する

「活躍の場の広がり」

「活躍の場の広がり」

看護の質の向上のための

教育活動を行う

看護の質の向上のための

教育活動を行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

「人材育成」

「人材育成」

看護の質の向上のための

教育活動を行う

看護の質の向上のための

教育活動を行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

スタッフへのメンタル

サポートを行う

「人材育成」

「人材育成」

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

「精神科認定看護師

「精神科認定看護師

自身のスキルアップ」

自身のスキルアップ」

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

職種や施設を越えた

事例検討会への参加

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

多職種との連携のための

自己研鑽の継続

「精神科認定看護師

「精神科認定看護師

自身のスキルアップ」

自身のスキルアップ」

（２）精神科認定看護師取得後の専門学会参加状況
　　　精神科認定看護師取得後、46名（78%）の
　　精神科認定看護師が専門学会に参加している。

３）精神科認定看護師として活動していく上で必要と感じている研修会　
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　　　精神科認定看護師として活動していく上で、必要と感じている研修会について調査したところ、「精神科治療の最新情報」を43名（72.9%）、「医療制度等の変化に伴うもの」を37名（62.7%）の精神科認定看護師が必要と感じていた。
４）精神科認定看護師取得後の進学状況
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（１）精神科認定看護師取得後の進学状況

　　
　　　精神科認定看護師取得後、進学の有無について
調査したところ、21名（35.6%）が進学していた。
進学はしていない者の中には、現在検討中の者も
いた。

（２）精神科認定看護師取得後の進学先


　　　
精神科認定看護師取得後進学した者の進学先として、「大学通信課程」が10名、次いで「看護系大学院」が5名であった。「その他」は、福祉大学、福祉系大学院、夜間大学等であった。
まとめと考察
精神科認定看護師制度が創設されてから10年が経過し、精神科認定看護師の登録者数は71名となった（平成18年12月31日現在）。

　今回の精神科認定看護師に対する実態調査は、施設での勤務状況、役割共感、進学状況等に関するものであり、第1回目の調査となる。
(1) 精神科認定看護師について

　精神科認定看護師は、「6年～10年未満」の経験をもつ者が21名で最も多い。1回目の更新をすでに終えた者は、21名（35.6％）であり、平成19年に1期生は2回目の更新を迎えることになる。平成19年度の制度改正に伴い、移行措置申請手続きした者が多くみられ、数年の間に精神科認定看護師の経験年数層に大きく変化がみられることが予測される。

　そのため、精神科認定看護師試験合格者への支援システムや、日精看と精神科認定看護師との協働による質の確保、精神科認定看護師の活躍の場の拡大等が課題となる。また、精神科認定看護師に関する基礎情報については、今後継続的に「精神科認定看護師実態調査」を実施し推移をみていく必要がある。

　　

(2) 勤務先および勤務先における取組みについて

　以前から、施設内における精神科認定看護師の活用については、配置転換（いわゆる異動）に伴い生じた看護師の葛藤や、看護管理者から精神科認定看護師の役割が明確でないために、適切な配置や有効な活用ができないという意見がたびたびよせられていた。平成17年度より日精看は、「精神科認定看護師」の有効性について看護管理者等を中心に働きかける取組みを段階的に始めた。しかし、今回の調査からも精神科認定看護師および看護管理者が、「精神科認定看護師」が充分に活用できていないことが推察された。

(3) 精神科認定看護師の役割について
　日精看は、一般に精神科認定看護師のもつ「4つの役割」の認知度が低いことに対し、役割イメージを具体的に提示しなければならない。今回の調査では、実践していることを元にラベルワークを行い「４つの役割」における活動内容をまとめたところ、適切かつ質の高い看護を実践するだけではなく、精神科認定看護師自身のスキルアップや教育活動、看護部門の組織強化・活性化、業務改善、活躍の場の開拓など積極的な姿勢が明らかとなった。今後、精神科認定看護師自身により社会的評価に結びつくよう実践した看護の検証・看護技術の開発を積み重ねると共に、さらなる質の向上への貢献を期待している。
　平成19年度の制度改正において、精神科認定看護師の役割規定を明確にすることすることができたので、今後積極的な「精神科認定看護師」の活用を期待している。また日精看は、平成19年度事業として医療関係者だけでなく、一般市民にも認知してもらえるよう積極的な広報活動に取り組んでいく予定である。
(4) 精神科認定看護師取得後のスキルアップ
　精神科認定看護師は、自己啓発のために研修会や学会への参加、看護系大学への進学など、継続的に学習している者も多かった。多くの精神科認定看護師は、「取得すること」が目的ではなく、スタートラインにたったと考え、更なるキャリアアップを目指しており、さまざまな学習ニーズがあることがわかった。よって日精看は、精神科認定看護師の養成に加え、取得後のフォローアップ体制を充実させることが求められている。

　

　平成16年度日精看会員実態調査報告書によれば、精神科認定看護師制度の認知状況は、「認知している（目指している，知っていて興味がある，知っているが興味はない）」会員の割合は90.4%を占めており、「目指している」および「知っていて興味がある」会員の合計は46.4%であった。今後、さらに同制度の認知度を高めると共に、制度に共感し、精神科認定看護師を取得あるいは活用されるものとなるよう進化し続けていくことが必要である。

　日精看では、精神科認定看護師の益々の活躍を期待すると共に、今後も「精神科認定看護師実態調査」を継続的に実施し、現状分析をしながら制度の充実を図り、社会のニーズに応えるべく精神科看護の質向上を目指している。

	「障がい者」の表記について
2004年5月5日、秋田市において開催された平成16年度通常総会で会員から“国レベルでは「痴呆」の名称変更が検討される予定と聞いているが、障害者の「害」の表記についても一部自治体では平仮名を使用しているところもある。協会ではどのように考えているのか”という質問が投げかけられました。

これを受け、2004年度第２回理事会（2004年6月26日）にて検討を行いました。「害」については、大辞林によると「ものごとのさまたげとなるような悪いこと」「悪い結果や影響を及ぼす物事」と説明されており、「障害者」は「悪いひと」というイメージを連想します。しかし、現在は「害」に替わる適切な用語も見当たりません。

東京都町田市では“「害」の文字は、「悪くすること」「わざわい」という否定的な意味（「広辞苑」より）があるため、「障害者」のように「ひと」に関連して使用する場合に、「害」を使用することは人権尊重の観点からも好ましくないと考え、行政が率先して、少しでも障がい者に対して不快感を与えないように表記を改めることにしました（2002年6月1日　町田市公式webサイトより一部抜粋）”と「害」を平仮名に変更しています。その他、静岡県、多摩市、安城市、沖縄市、奈良市、北広島市、北九州市、北見市、札幌市、志木市、鹿嶋市、石狩市、群馬県玉村町（順不同）などの地方自治体も同様に変更しています。

理事会では、ノーマライゼーションの推進の観点からその趣旨を賛同し、一部自治体の例に倣って、2005年7月1日より適切な表現が提唱されるまでの間は「がい」と表記することを決定しました。
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支部主催研修会の受講の有無（n=59）





















































- 24 -

